
繹

宗

の
佛

像

に

就

て

伊

藤

古

鑑

回

灘

の
日
本
文
化

に
影
響

し
た
鮎

は
非
常

に
多

い
の
で
、
こ
れ
を
各
方
面

に
亙

つ
て
研
究
す

る
と

い
ふ
こ
と

は
、
實

に
容
易
な

こ
と

で
は
あ

る
ま

い
。

そ
こ
で
、
私

は
灘
宗
寺
院

の
佛
像

に
就

て
、
少
し
く
其

の
所
見

の

一
端

を
述

べ
て

見

よ
う

と
思

ふ
が
、

こ
れ
も
複
雑
多
様

で
、
と

て
も
纒

つ
た
研
究
を
登
表
す

る
と
い

ふ
と
こ
ろ

に
至

つ
て
ゐ
な

い
。

先

づ
輝
宗
寺
院

の
本
奪
佛

の
種
類

に
就

て
も

一
定
し

て
ゐ
な

い
。

逸
見
梅
榮
博

士
が
曹

洞
宗

一
萬
四

千
絵

ケ
寺

の
寺

院

に
就

て
、
宗
務
院

へ
申
告
さ
れ
忙
原
簿

か
ら
調
査
し
、
そ

の
結
果
を
報
告

し

て
ゐ
ら
る

～
が

、
い

ま
、

そ
の
中

の

百
已
上
の
佛
菩
薩
を

墨
ぐ
れ
ば
左

の
如
し
。

如
來
部
ー
1
繹

迦

如

來

1
藥

師

如

來
ー

-

1
阿
彌
陀
如
來

-
大

日

如

來

六

三

九

三

I
i
I
・
一

一

一
山
ハ

1

九
七
九

=
二
四
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宗
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佛
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一
)



藤
宗

の
佛
像

に
就

て

菩
薩
部
1

(
二
)

如
來
部

に
於
て
は
、

れ
は

日
本

の
麗
宗
寺

院
は
鎌
倉

時
代

に
始

ま

つ
た
も

の
で
、

師
如
來
が
本
奪
佛

で
あ

り
、

が
少
な
く
な
か

つ
た
で
あ
ら
う
が
、

そ
こ
に
大
日
如

來
や
、

伺

ほ
、
こ
れ

に
は

.

定
も
な

い
し
"

に
分
れ

た
の
で
あ
ら
う
。

菩
薩
部

で
は
、
観
世
音
菩

薩
が
最
も
多

く
、
地
藏
、
虚

室
藏

に
績

い
て
、
交
殊
、
彌
勒
、
勢

至
、
普
賢

の
名
も
墨

げ

ら
れ
て
ゐ
る
。
ま
た
明
王
部

で
は
不
動
明
王
が
四
十

ニ
ケ
寺

で
、
最

も
多

く
、
愛
染
明

王
、

青
面
金
剛
童
子
を
本

奪
佛

と
す
る
寺
院
も
あ
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。

ま
た
護

法
の
天
等
部

で
は
毘
沙
門
が

二
十

一
ケ
寺
、

そ
れ
に
績

い
て

梵

天
、
帝
繹
天
、
辮

財
天
、
托
択
尼

天
、
大
黒
天
な
ど
も
あ

る
が
、
こ
れ
等
は
少
歎

で
、
殆
ん

ど
語

る
に
足
ら
な

い

-
観
世
音
菩
薩

三
八

一
七

-
地

藏

菩

薩

吋
一
一
〇

ー
虚

室
藏
菩
薩

二
二
六

最

も
繹
迦
如

來
が
多

く
、
藥
師
、
阿
彌
陀

、
大

日
の
四
佛
が
代
表
的

の
本
愈
佛

で
あ

る
。

こ

そ
れ
巳
前

に
建

て
ら
れ
た
奮

寺
院

で
は
、
圭
と
し

て
藥

ま
た
鎌
倉
時
代

已
後

に
於

て
も
、
天
台
、
眞
言
、
澤
土
等

の
寺

院
で
灘

に
改
宗

し
た
も

の

そ
の
本
尊
佛
な
ど
は
、
灘

家
が
そ

の
ま

、
踏
襲

し
て
安
置

し
て
ゐ
た
も
の

で
、

阿
彌
陀
如

來
の
本
奪
佛
も
、
今

日
、
灘

宗
寺
院

に
残

つ
て
ゐ
る
の
で
あ

ら
う
。

い
ろ
く

の
事
情

が
あ

つ
て
、
輝
宗

は
、

別

に
此

の
本
奪
佛

で
な

く
て

は
な
ら

ぬ
と

い
ふ
規

「
何
れ

の
佛

で
も
、
自
心
佛
だ
」

な
ん
と

い
ふ
考

へ
方

で
あ

る
か
ら
、
本
.奪
佛

も
種

々
雑
多
な
も

の

認



も

の
で
あ

る
ひ

か
く
の
如

く
、
曹
洞
宗

の
寺
院

に
於

て
は
、
そ

の
本
奪
佛

の
種
類
が
ま
ち
く

に
分
れ
て
ゐ
る
が

、
我
が
臨
濟
宗

の
寺
院
に
於

て
も
、
殆

ん
ど
こ
れ
と
大
差
な

い
比
率

に
依
つ

て
、
分
れ

て
ゐ
る
こ
と

、
思

ふ
が
,
要
す

る
に
暉
宗
寺

院

の
本
奪
佛
は
、
先

づ
繹
迦
如
來
が
第

一
位

で
あ
り
、
観

漫
音
菩
薩
が
第

二
位

に
奉
飛
さ
れ
て
ゐ
る
と

い
ふ
こ
と
は

事
實

で
あ
ら
う
。

二

縄

宗

の
本
愈
佛

は
、
誰

で
も
良
い
と
い
ふ
も

の
～
、

そ
の
實
は
繹
迦
如

來
が
中
心
で
あ

る
。
し
が

し
、
こ
の
糧
迦

如
來

に
も
、

い
ろ
く

の
種
類

が
あ

る
が
、
灘
宗
と
し

て
は

「
粘
華

の
繹
迦
像
」
が
最
も
重
ん
す

べ
き
佛
像

で
あ
ら

う
。

こ
れ
は
糧
奪

が
難

山
會

上
に
於
て
、

一
枝

の
金
波
羅
華
を
抽
じ
、
大
衆

に
揚
眉
瞬
目
し

て
望
ま
れ

た
時
、
猫
り

摩
詞
迦
葉
尊
者

の
み
が
破
顔
微

笑
し

て
、
繹
尊

よ
り
大

法
を
付
厨

せ
ら
れ
た
と

い
ふ
因
縁
か
ら
、
灘
宗

の
相
承
は
始

ま
り
、
拮
華

の
繹
迦
像
を
重
ん
す

る
と

い
ふ
こ
と
に
な

つ
た
の
は
勿
論

で
あ

る
。

ま
た

「
寳

冠
の
糧
迦

像
」

と

い
ふ

て
、
頂

き
に
寳
冠
を
戴

き
、
身

に
理
路

を
纒
ひ
、
手

に
環
釧
を
着
け

て
ゐ

る
佛
像

で
、
こ
れ
は

『
華
嚴

純
』

に
出

て

ゐ
る
説

で
、
佛
成
道
後
、
最
初

の
御
読
法

の
お
姿
と

い
ふ
の
で
あ

る
か
ら
、

こ
れ
も
灘
宗

と
し

て
は
、

佛
自
内
設
そ

の
ま

、
を
御
説
法

に
な

つ
て
ゐ

る
寳
冠

の
繹
迦

像
と
し

て
特

に
重
ん
す
る
佛
像

と

い
は
ね
ば
な
ら

澱
。

/

こ
れ
に
就

て
、
面
山

の

『
洞

上
伽
藍
諸
堂
安
像
記
』

に
は

「
佛
殿

三
奪
」

と

い
ふ
て
、
躍
迦
像
に
「
粘
華
繹
迦
」
と

輝
宗
の
佛
像
に
一就
て

(三
)
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縄
宗
の
佛
像
に
就
て

↓

(四
)

「
天
冠
既
盧
」
と

の
二
種
を
基
げ
、

一
は
生
身

の
繹
迦

で
あ
り
、
他

は
法
身

の
繹
迦
な

る
こ
と

を
論
じ
、

そ
の
脇
士

"

と

し

て
、
生
身

の
繹
迦

に
は
迦
葉
阿
難

の
二
比
丘
を
安
置
し
、
法
身

の
繹
迦

に
は
文
殊
普
賢

の

二
菩
薩
を
安
置
す

る

や
う
に
説
い
て
、

そ
の
理
由
を
委

し
く
読
明
し

て
ゐ
る
が
、
尚

ほ
、

そ
の
絡
り

の
と
こ
ろ

に
、

記
シ
テ
云
ク
、

三
奪
安
昌ズ
ル
爾̂
様
一ヲ
者
、
由
昌ル
上
ユ所
レノ墨
グ
ル義

一二
也
、
然
ル
ニ而
支
那
天
童
山
ノ佛

殿

、
安
昌ズ
繹
迦
彌
陀
彌

勒

一ヲ
、
而
.
テ
額
昌ス
於
三
世
如

來
ノ
四
字
一テ
也
、

日
本
永
李
ハ
徽
レフ
之

.
二、
東
山
ノ
泉
涌
寺

モ亦

是
レナ
リ
也
、
案
昌ズ
ル
昌泉
涌
寺

.
殿
堂
色
目
'テ
鯛
迦
云
ク
、
佛
殿
ト
ハ
者
、
安
昌置
ス
繹
迦
畑
舷
佛
彌
陀
燗
薙
沸
彌
勒
一ヲ
蛛
謙
佛
三
世
之
教
圭

、
以
・プ
爲
昌ス
】
寺
崇
仰

之
本
尊
一ト
也
、

大
唐
諸
寺
普
〃
皆
如
レ.
此
.
云
々
。

と
記
し

て
あ

る
。
故

に
、
佛
殿

に

コ
ニ
世
如

來
L
を

安
置
す

る
こ
と

は
、
支
那

天
童
山

の
み

で
は
な

`
、

大
唐
諸
寺

一
般

に
安
置
し

て
ゐ
た
や
う

に
も
思
は
れ
る
。

し
か
し
、
螢

山
輝
師

は
永
光
佛
殿

に

「
繹
迦

、
観
世

晋
、
虚

塞
藏
」

を
安
置

せ
ら
れ
、
鎌
倉
建
長
寺
佛

殿

に
は
地
藏
奪

を
安
置

せ
ら

れ
、
洛

西
臨
川
寺
佛
殿

に
は
彌

勒
奪

を
安
置

せ
ら

れ

た
と

い

ふ
の
で
、
決
し

て

一
定
し

て
ゐ
た
も

の
と
は
思
は
れ
な

い
が
、

こ
れ
は
恐
ら
く
其

の
開

山

の
信
仰
佛
、
因
縁

佛
を
奉
祀

せ
ら
れ
た
も

の
で
あ
ら
う
。

一
般

と
し

て
は
、
前

に
い

ふ
た
如

く
、
生
身

の
繹
迦
な

れ
ば
、
迦

葉
、
阿
難

を
脇

士
に
配

し
、
合

掌

せ
る
比

丘
像
で
、
迦
葉

は
老

比
丘
の
立
像
、
阿
難
は
端
麗

な
若

き
比
斤
得

で
立
形

で
あ

る
。

ま
た
法
身

の
繹
迦
な
れ
ば
、
文
殊
、
普
賢
を
脇

士
に
配
し
、
文
殊
は
獅

子
に
乗
り
、
利
劒
を
執

り
、
普
賢

は
白
象

に

乗

り
、
合
掌
し

て
ゐ
る
姿

で
あ
る
。
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も
ち
ろ
ん
、
生
身

の
繹
迦

で
あ
れ
ば
、
大
法
を
迦
葉
、
、阿
難

と
相

承
せ
ら
れ
.

ご
人
と
も
程
奪

に
随
侍

し
た
人

で

あ

る
か
ら
脇
士
と
し

て
祀

る
の
で
あ
ら
う
。

ま
た
、

法
身

の
繹
迦
な
れ
ば

『
華
嚴
輕
』

に
出

て
ゐ
る

読
に
依

つ
て
、

文
殊
と
普
賢
と
を
脇
士
と
し

て
祀

つ
た
も

の
と
思
ふ
。
文
殊
と

云
ひ
、
普
賢
と
云
ひ
、
い
ろ
/
、

の
意

味
に
於
て
設
,

明
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、

い
ま
清
涼
澄
観

の
設

に
依

つ
て
見

る
と
、

三
種

の
相
封

に
依

つ
て
設
か
れ

て
ゐ
る
。
第

一
を

能
信
と
所
信
と
の
相
封
と

い
ひ
、
普
賢
は
所
信

の
法
界
た
る
如

凍
藏
と
な

し
、
交
殊

は
能
信

の
心

に
配
し

て
ゐ

る
。

第

二
を
解
と
行
と

の
相
野

と

い
ひ
、
文
殊
を
智
解
と
な
し
、
普
賢
を

行
願

と
し

て
ゐ
る
の
で
、
こ
れ

は
能
く

一
般

に

知
ら
れ

て
ゐ
る
通

読

で
あ
ら
う
。
第

三
を
理
と
智
と

の
相
野
と

い
ひ
,
普
賢
は
所
讃

の
眞

理
で
あ

り
、
文
殊
は
能
謹

の
眞
智

で
あ

る
と
い

ふ
の

で
、
こ
れ

に
依

つ
て
、
常

に

「
普
賢

の
身

相
は
虚
空

の
如

し
」

と
読
か

れ
隔
「
丈
殊
は

三
世

諸
佛

の
母
な
り
」

と
稽

せ
ら
れ

て
ゐ
る
。
要
す

る
に
、

こ
の
文
殊
と
普
賢
と

の
交
渉
を
最
も
明
細

に

読
い
た
も

の
は

『
華
嚴
纏
』

で
あ

つ
て
、
こ

の
纏

の
始
終
の
所
詮

は
、
文
殊
と
普
賢

と

に
依

つ
て
代
表
さ
れ
、
こ
の

二
菩
薩

に
依

つ

て
法
身

の
如
來
を
膿
現
す

る
こ
と
を
示
し
た
も
の
と
見

て
良

か
ら
う
。
故

に
、
見
方

に
依

つ
て
は
、

い
ろ
く

に
も

説
か
れ
る
。
初

心
、
満
心

の
相
封
、
信
と
謹
と

の
相
封
、
智
と
悲
と

の
相
勢

と
も
見
ら

る

～
。

繹
迦
像

の
脇

士
の
話
は
、

こ
れ

で
止
め

て
、
次

に
、
こ
の
生
身

、
法
身

の
繹
奪
像
以
外

に
、
灘
宗

で
は
、
誕
生
會

に
幼
兇
形

の
立
像
を
安
置

し
、
成
道
會

に
は
出
山

の
繹
迦
像
を
用
ひ
、
浬
築
會

に
は
浬
繋

の
有
様
を

描
り

る
書
像
を

掛
け

て
、
法
要
を
螢

む

こ
と

に
な

つ
て
ゐ
る
。

そ
の
中
、
縄
　宗
と
し

て
最
も
意

義
あ

る
は
成
道
會

で
あ

つ
て
、
出

山

輝
宗
の
佛
像
に
就
て

(五
)
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/

輝
宗
の
佛
像
に
就
て

、

(
六
)

の
繹
迦
像

は
縄
宗
的

の
も

の
と
見

る
こ
と
が
出

來
る
。

三

輝
宗
寺
院

の
本
奪
佛
と
し

て
、
繹
迦
如
來
に
次
い
で
多

く
用

ひ
ら

れ
て
ゐ
る
の
は
観
世
音
菩

薩
で
あ

る
。

こ

の
観
世
音
菩
薩
は
、
ま

た
支
那
灘
宗

の
衆
寮

に
も
安
置
し

て
本
尊
と
し
た
と

い
ふ
の
で
、

日
本
に
も
之
れ
を
倣

つ
て
ゐ
る
。
古

く
は

『
備
用
清
規
』

『
勅
修
清
規
』

に
も
あ
ら
は
れ
、

日
本

の

『
螢

山
清
規
』

に
も
出

て
ゐ

る
。
ま

た

天
童

山

の
衆
寮
額

に
は
、

"
は

「
妙
嚴
堂
」

と

い
ひ
、

一
は

「
照
心
寮
」

と
い

ふ
た
と
傳

へ
て
ゐ
る
。

前
者
は

『
首
携
嚴

経
』
に
本
擦
が
あ

り
、
後

者
は

『
寳
藏
論
』

の

「
古
敏
照

心
」
か
ら
取

つ
た
も

の
で
あ

ら
う
。

こ
の
衆
寮
は
看
讃

の
道

場

で
あ

つ
て
、
音
聞
が
圭

で
あ

る
か
ら
、
観
世
音
菩
薩

を
本
舞

に
し

た
も
の
で
あ

ら
う
が

灘
宗

に
於

て
観
世
音
菩
薩
を
用
ゆ

る
の
は
、
『
法
華
経
』
『
首
携
嚴
経
』

の
所

読

に
依

つ
た
も

の

で
あ
ら
う
。

し

か
し
、

こ
の
観
世
音
菩
薩

に
は
極

め
て
種
類
が
多

い
。
先
づ
、

こ
れ
を
思
想
的

に
考

へ
て
見

る
と
、
観
昔

の
信

仰
は
印
度

に
於
て
盛

ん

に
行
は
れ
、

そ
の
経
典
と
し

て
も
甚
だ
少
な

く
な

い
の
で
あ

る
。
そ

の
中
、
最
も
根
本
的
な

思
想
は

『
法
華
輕
』
と

『
無
量
壽
輕
』

と

『
華
嚴
輕
』

と

の
三
脛

の
思
想

で
あ

つ
て

『
法
華
輕

』

の
観
音

は
、
観
音

の
心
を
説

い
て
、
衆

生
救
濟

の
慈
悲
心
廣
大
な
る
こ
と
を

顯
は
し

『
無
量
壽
糎
』

の
観
昔
は
、

親
音

の
相
好

を
読

い

て
き
衆

生
の
随
喜
仰
信
す

る
柔
和
忍
辱
な

る
お
姿

を
顯
は

し

『
華
嚴
纒
』

の
観
音

は
、
観
音

の
住

慮
を

読
い
て
、
…樹

木
醗
蒼
、
難
谷
清
泉

な
る
仙

境
を
顯

は
し
て
、
各
そ

の
特
長
を
機
揮

し

て
ゐ
る
や
う
に
思
ふ
が

、
こ
れ
が
根
本
舶

で
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あ

つ
て
、
そ
れ
か
ら
、

い
ろ
く

の
思
想

に
分

か

れ
、
階
末

に
『
+

「
面
観
世
音
紳
児
纏
』

や

『
不

空
羅
索
神
児
纏
』

の
翻

課
が
あ

つ
て
、
次
第
に
密
教

の
傳

來
と
共

に
、
千
手
、
如
意
輪
、

正
、

馬
頭
、
准
贋
等
の
観

昔

念
請
儀
軌
が
多

く
翻
課

せ
ら

れ
、
そ

こ
に
佛
像
と

い
ふ
も

の
、
考

へ
方
が
密
教
的
に
向

つ
て
、
複
難
多
岐

に
な

つ
て
き

た
の
で
あ

る

が

、
い
ま
、

そ
れ
等
密
敢
的

の
考

へ
方
を
述

べ
る

の
が
圭
で
は
な

い
か
ら
、
路
し

て
お
く
勺

要

す
る
に
、
観
音

の
思
想
は
、
後

に
は
、

い
ろ
く

の
思
想

に
墜

つ
て
ゆ

く
が
、
矢
張
り
輝
宗

で

は

『
法
華
纏
』

を
護
む

か
ら
、

正
観
音
が
圭

で
あ

る
と

い
つ
て
良

い
。
ま
た

『
千
手
陀
羅
尼
』

を
讃
諦
す

る
と

い
ふ
鮎

か
ら

い

へ
ば

千
手
観
音
を
圭
と
す

を
と

い
つ
て
も
良

い
が
、

し
か
し
、

何
れ

に
し

7。
・も
、
自
身
即
観
音
を
縫
得
す

る
の
が
灘
思
想

で
あ

つ
て
、

「
箇
箇
面
前
観

世
音

、
入
入

一
座
補
陀

血
」

と
い

ふ
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
ら

虹
。
徒

ら

に
他

に
の
み
観

音
を
求
め

て
、
自

の
観
音
を
失
郡
す
る
こ
と
が
あ

つ
て
は
な
ら

ぬ
と

い
ふ
も
の

で
あ
ら

う
。

四

灘
宗

の
本
尊

佛
に
弐

い
で
、
伽
藍
佛

の
こ
と
を

ご
言
蓮

べ
て
お
か
う
。
先

づ
縄
宗

の
伽
藍

の
完
備

し
た
も

の
を
七

堂
伽
藍

と
い

ふ
て
ゐ

る
。
す
な
は
ち
、
道
忠
羅
師

の

『
灘
林
象
器
箋
』

に
も
、

忠
日
、

法
堂
、

佛
殿
、

山
門
、

厨

庫
、

僧
堂
、

浴
室
、

西
浮
、

爲
己
七
堂
伽
藍

、

未
レ
知
昌
何

擦
}、

各
有
昌
表

相
動

レ圖
。

厨
庫

左
手

洛
室
左
脚

函
宗
の
備
㎜像
に
就
て

,

(七
)
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縄
宗
の
佛
像
に
皿就
て

(八
)

法
堂
頭

佛

殿
心

山
門
陰

僧

堂
右
手

西
澤
右
脚

こ
の
七
堂
伽
藍
の
中
心
と
な

る
も

の
は
法
堂

で
あ

つ
て
、
明
眼

の
宗
匠

が
大
法
を
墨
揚
す

る
殿
堂
で
あ

る
か
ら

、

本
來
は
佛
像
を

安
置
す

る
必
要

は
な

い
が
、
そ
れ
が
後
世
に
な

る
と

、
須
彌
壇

の
後
方

に
張

り
出
し
を
設
け
て
、
佛

像
を
安
置

す
る
や
う
に
な

つ
た
。
或
は
佛
殿
と
法
堂
と
を
無
ね
た
や

う
な

こ
と

に
な

つ
た
が

、
法
堂
そ

の
も
の
は
、

中

央
に
須
彌
壇
を
設
け
、
四
方
か
ら
謄
禮

す
る
こ
と
の
出
來

る
や
う

に
造

る
の
で
あ
る
が
、
そ

れ
が
後

に
は
、
い
ろ

く

の
事
情

に
依

つ
て
、
須
彌

座
の
後

に
大
板
屏
を
設
け
た
り
、
張
り
出
し
を
造

つ
て
、
佛

像

ま
で
安
置
す

る
や
う

に
な

つ
た
も

の
で
あ
ら
う
。

こ

の
法
堂
を
除

く
他

の
六
堂

の
伽
藍

に
は
、
み
な

別

々
の
佛
像
を
安
置
す

る
こ
と

に
な

つ
て
ゐ
る
。

こ
れ
は
恐
ら

く
、宋
朝
時
代

か
ら
始

ま

つ
た
制
度

で
あ
ら
う
が
、
こ
れ

に
就

て
饗
考

に
な

る
も

の
は
、
面
山

和
爾

の

『
洞
上
伽
藍
諸

堂
安
像
記
』

と
、
慧
嘆
和
街
の

『
洞

上
伽
藍
雑
記
』

で
あ

る
。
ま

た
臨
濟
宗

で
は
、
道
忠
灘

師

の

『
灘

林
象
器
箋
』

に
於
け
る

「
殿
堂
門
」

「
難
像
門
」

等
で
あ

る
。

い
ま
其

の
中
、
面
山
和
術

の
説

に
依

つ
で

、
伽
藍
諸
堂

の
佛
像
を

列
記
す

る
と
、

山

門

羅

漢
議

器

浴

室

蹟
陀
婆
羅
菩
薩
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佛 租 伽 経 檜 衆 厨 庫 厩

殿 堂 藍 藏 堂 寮 上 堂 室

鳥
誘
沙
塵
明
王

章
駄
天

竈

公

観

音

僧
形
文
殊

傅
大
士

大

権

土

達

磨

三

尊

地

鎭

守

と
を
基
げ
、
更

に
附
録
と
し

て
、
荒

紳
、
深
沙
大
將
、
大
黒
神
、
普
巷

、
龍

天
白
山
考
謹
記
な
ど
の

こ
と
が
説
か
れ

て
ゐ
る
。

ま
た

『
輝

林
象
器
箋
』

に
は
、
詳
細
な

る
項
目

に
依

つ
て
、
そ
の
本
撫

な
ど
を
墨
げ

て
説
明
し

て
居
ら

る

～
が
、

し
か
し
、

そ
れ
が
果

し
て
、
灘
宗

の
宗
旨
か
ら
、
ど
う
い

ふ
や
う
に
見
ら

る

～
も

の
か
。
も
と

よ
り
暉
宗

的
の
佛
像

と
し

て
見
ら

る
、
も

の
は
少
な

く
、

た

ゴ
灘
的

に
、
伽
藍

に
奉
祀

す
る
と
い

へ
ば
、

そ
れ
ま

で
の
も

の
で
、
灘
宗
か

ら

い

へ
ば
、
施
設
敏

化
門
の
立
場

で
、
佛
像
を
安
置
し
、
陀

羅
尼
を
唱

へ
、
有
縁
を
敏
化
し
た
も
の

と
思
ふ

の
で
あ

輝
宗
の
佛
像
に
就
て

(九
)
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る

o

縄
宗
の
佛
像
に
就

て

(
一
〇
)

五

今
更

に
、

前

に
墨
げ

た
伽
藍

の
佛
像

に
就
て
略

述
す

る
な
ら
ば
、

先
づ

山
門

と
は
、

實

は

三
門
と
書
き
、

山

門

(
寺
院
全
膿

)
の
な

か
の

一
で
あ

つ
て
、
左

中
右
の
三
門
を
並
列
し
て

一
門
を
作
り
、
塞
無
相
無

願

の
三
解
脱
門
を
表

示
し

て
ゐ

る
と

い
は
れ
て
ゐ
る
。

そ
の
三
門

の
縷
閤
上

に
十
六
羅
漢
を
安
置

し
て
ゐ
る
が
、
中

央
は
寳
冠

の
繹
迦

、

脇
士
に
月
蓋

長

者
と
善
財
童

子
と
を
祀

り
、

そ

の
爾
側

に
十

六
羅
漢

の
像
を
列

べ
る
の
で
あ

る
。

キ
セ
暉
宗

で
は

「
羅
漢
講
式
」
と

い
ふ
て
法
要
を
勤

め
る
の
で
あ

る
が
、
そ

の
本
擦
は
玄
斐

三
藏
翻

繹
の

『
大
阿

羅
漢
難
陀
密

多
羅
所

読
法
住
記
』

に
出
て
ゐ
る
。

爾
ほ
此
の
外
に
堅
意
菩
薩

の

『
入
大
乗
論
』

上
に
も
、
賓
頭
盧
、
羅
喉

羅
等

の
十
六
大
聲
聞

の
こ
と
が
出

て
ゐ
る

が
、
そ

の
名

は

『
法
住
記
』
と

は

一
致
し

て
ゐ
な
い
。

こ
の

『
法
住
記
』

の
説

に
依
る
と
、
佛

滅
後

八
百
年

頃
、
師

子
國
勝
軍

王
の
都

に
難
提
密
多
羅

(
慶
友

)
と

い
ふ
大
阿
羅
漢

が
示
寂

す
る
時
、
多

く
の
比
丘
が
働
笑
し

て
、

「
正

法
を
護
持

す
る
も
の
が
絶
ゆ
る
」

と
歎

息
し
た

の
で
、
こ

、
に
難
陀
密
多
羅
は

「
傭
在
世
時
代

の
十
六
大
阿
羅
漢

の

因
縁
」

を
読
き
、
正
法
は
十
六
大
羅
漢

の
手

に
依

つ
て
護
持

せ
ら
れ

て
ゐ

る
と
敏

へ
た
の
が

『
法
住
記
』

の
内
容

で

あ
る
。

ま
た

『
彌
勒

下
生
輕
』

に
も
、
繹
尊
が
迦
葉

に
告
げ

て
、
四
大
聲
聞
が
我
が
法
を
護
持
す

る
と

い
ふ
て
、
大
迦
葉
、
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君
屠
鉢
歎

、
賓

頭
盧
、
羅

云
の
四
比
丘
を
墨
げ

て
ゐ
る
が
、
そ

の
四
人

の
中

の
賓

頭
盧

と
羅

云
は

『
法
住
記
』

の
十

六
羅
漢

に
も
出

て
ゐ
る
か
ら
略
し

て
、
大
迦
葉

と
君
屠
鉢
歎
と
を
十
六
羅
漢

に
加

へ
て
十
八
羅
漢
と

な
し
、

こ
れ
が

正
法
護
持
者
だ
と

い
ふ
読
が
唐
代

に
起
り
、
宋
代

に
傳

へ
ら
れ
た
と
読

い
て
ゐ
る
。
し

か
し
、
こ
の

読
は
天
台

の
荊

漢
大
師

や
津
畳
な
ど
が
唱

へ
た
が
、

こ
の
外

の
十
八
羅
漢

読
も
あ

る
。

一
、
十
六
羅
漢

に
賓
頭
盧
と
慶
友

(
『
法
住

記
』
作

者
)
と
を
加

ふ
。

二
、
十
六
羅
漢

に
慶

友
と
麗

月
大
師

貫
休

(
十
六
羅
漢

を
戚
見

し
て
書
像

を
書
き
し
人
)
を
加

ふ
。

三
、
十
六
羅
漢

に
達
磨

多
羅

(
法
救

)
と
布
袋
和
尚
と
を
加

ふ
。

十
六
羅
漢

の
書
像
を
書

い
た
貫

休
は
、
定
中

に
於
て
感
見

し
た
と

い
ひ
、
そ
の
妙
技

は
今
も
爾
ほ

喧
傳

さ
れ
て
ゐ

る
。
そ
の
後

、
十

六
羅
漢
は
脱
俗
的

に
書
か
れ
、
仙
人
的

に
取
り
扱
は
れ
、
虎
や
龍
を
も
書
き
添

へ
て
、
慮
化
無

方

の
瀞
憂
を
表
現
す

る
や
う

に
な

つ
た
が
、
我
が
麗
宗

で
は
正
法
護
持

者
と
し

て
三
門

の
閣

上
に
安
置

し
、
或
は
羅
漢

講
式
を
動
修

し
て
ゐ
る
。

次
に
三
獣
堂

の

一
た

る
溶
室

に
は
殿
陀
婆
羅
菩
薩
を
安
置

し

て
ゐ
る
が
、

こ
れ

に
は
出
家
形
と
在

家
形
と
あ

る
。

『
大
智
度
論
』
と

『
首
携
嚴
糎
』

と
に
本
擦
あ

り
、

『
碧
巖

録
』

に
も

「
開

士
入
浴
」

の
因
縁
が
出

て
ゐ
る
。

ま
た
厩
室
も

三
黙
堂

の

一
で
あ

る
。
西
澤
と
も
東
司
と
も
、
ま
た
雪
隠

と
も

い

ふ
て
ゐ
る
が

、
こ

、
に
は
烏

琶
沙

塑
明
王
を
祀

つ
て
ゐ
る
。

本
撮
は

『
首
携
嚴
経
』

に
も
出

て
ゐ

る
が
、
元
來
は
密
敏
的

の
も

の
で
、

火
頭
金
剛
と
も

暉
宗
の
佛
像
に
就
て

.

(
一
剛
)
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輝
宗
の
佛
像
に
就
て

、

(
一
二
)

不
浄

金
剛
と
も

い
び
、
火
光
三
昧

に
入

つ
て
、

一
切
の
機

悪
を
焼
き
審
す
と

い
ふ
の
で
あ

る
。

ま
た
僑
堂
は

三
駄
堂
の
な

か
で
、
最

も
大

切
な
と

こ
ろ
で
聖
僧
を

祀
る
の
で
聖

僧
堂
と
も

い
ひ
、
僧
堂
、
雲
堂
、

選
佛
場

の
異
名
が
あ

る
が
、
そ

の
祀
る

べ
き
聖
僧
…に
も
異
読
が
多

い
。
我
が
國

で
は
殆
ん
ど
僧

形
の
文
殊
で
、
袈
婆

を
着
け
、
手

に
定
印
を
結
ん
で
ゐ
る
姿

で
あ

る
。

『
灘

林
象
器
箋
』

に
も
、

大
乗
ノ
寺

ハ、
文
殊
テ
爲
呂ス
聖
僧
一ト
、
其
ノ
像

ハ信
形
ナ
贈
、

不
レ異
噌㌔フ聲
聞
衆
㌦
夷
、
夫
.
内

二謹
昌・
大

乗
.
法
ヲ
一、
外

二現
昌ズ
聲

聞
.
形
囎ヲ
、
内
外
相
粂
ヌ
、
方
二稻

「ス
圓
備

一ト
。

と

い
は
れ

て
ゐ

る
。
そ

の
他
、
賓

頭
盧

、
僑
陳
如
、
大
迦
葉

、
須
菩
提
等

の
な

か
の

一
膿
を
聖

僧
と
す

る
こ
と
も
あ

る
が
、
そ
れ

に
は
、
み
な

理
由
が
あ

ろ
。
第

一
の
賓

頭
盧

は
、
十
六
羅
漢

の
始

め
で
、
現

に
世

に
在

つ
て
正
法
を
護

持
す
る
と

い
ふ
読

で
あ
り
、
第

二
の
僑
陳

如
は
僧
寳

の
始
め

で
、
法
臓

の
上
位
と
見

る
説
、
第

三
の
大
迦
葉

は
衆
中

の
上
座

で
、
大

法
織

承
者
と
見
る
読
、
第
四
の
須
菩
提
は
解
空

第

一
で
、
坐
灘
堂

に
は
理
想

の
行
者

で
あ
る
と
見

る

読

で
あ

る
。

六

衣
に
庫
裡

に
章
駄

天
を
祀
る
こ
と
は
、
南

山
の
道
宣
律
師

の
威
得

せ
ら
れ
た
因
縁

で
、

こ
の
天
像
を
厨
房

に
祀
れ

ば
、
食

に
不
足
し
な

い
と

い
ふ
こ
と
で
、

「
食
輪
法
輪
、・
爾
倶
運
轄

、
世
事
佛

事
、

一
等
圓
融
」

か
ら
來
た
こ
と

で

あ
ら
う
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は
異
読
も
あ

つ
て
、
實
際

の
と
こ
ろ
は
、

不
明
と

い
ふ
よ
り
仕

方

が
な

い
。

こ

の
章
駄
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天

に
は
俗
読
も
あ

つ
て
、
ど
こ
ま

で
信
じ
て
良

い
か
解
ら

ぬ
。
ま
た
大
黒
天
を
厨
房

に
祀

る
が
、

こ
れ

も
俗
読
が
多

い
。
大
黒

に
關
す

る
世
間

の
學

読
も
可
成
り
多

い
や
う

に
聞

い
て
ゐ

る
。

ま

た
竈

に
荒
神
を
祀
る
が
、
こ
れ
は

日
本

の
火
神

で
、
佛

説

で
は
な

い
。
世

に

『
荒
神
脛
』
が
あ

る
も
、
僑
経

で

信
す

る
に
足
ら

ぬ
。

「
南

方
火
徳

星
君
、
火
部
星
衆
」
と

い

ふ
が
、
こ
れ
は
支
那

の
火
紳

で
あ
ら
う

。
印
度

で
十
二

天

の
な
か
の
火
天
が
火
の
神

で
あ

る
。
.火
天
は
密
教

に
祀
ら
れ
、
火
徳
と
か
荒
神
と

か
は
縄
院

に
祀

ら
れ
て
ゐ
る
や

う

に
思

ふ
。

伽
藍

の
守
護
神

に
は
、
大
権

修
利
菩

薩
を
祀
る
。
大
唐
阿
育

王
山

の
護
法
紳

で
、
右
手
を
額

に
加

へ
、
遠
望
の
勢

ひ
を

示
し
て
ゐ
る
が
、

こ
れ
に
就

て
は

『
縄
林
象
器
箋
』

に
も
詮
明

し
て
ゐ
る
。
そ

の
他

、
土
地
神

を

土
地
堂
に
祀

り
、
鎭
守
を
鎭
守
堂

に
祀

つ
て
、
そ

の
境
内

土
地
を

守
護
し
、
火
災
盗
難
を
鎭
定

し
、
諸
堂
伽
藍

を
維

持
し
て
ゆ
か

る

、
神

を
祀
る
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
も
灘
院
猫
特
の
説
と
は
思

は
れ
な

い
。

.祀
師
堂

に
は
達
磨
、
百
丈
、
臨
濟
を
祀
る
の
が
本
義

で
あ
り
、
開
山
堂

に
は
開

山
を

祀
り
、
輕
藏

に
は
傅

大
士
と

そ

の
二
子

の
普

建
普
成
を
祀
る
。
傅

大
士
は
麗

的
奇
行

の
多
か

つ
た
こ
と
は
良
く
知
れ
て
ゐ
る
。
『
善

慧
大
士
語
録
』

-が
あ
り
、
灘
語
も
多

い
。
儒
教
道
教

に
通

じ
て
ゐ
る
と

い
ふ
と
こ
ろ
よ
り
、
そ
の
形
像

は

「
道

冠
儒

履
繹
袈
娑
」

で

有
名

で
あ

る
。

ま
だ

、
こ
の
外

に
十

六
善
神
を
祀

つ
て
、
大
般
若
轄
讃

を
な
し
、
観
音
像
を
祀

つ
て
、
観
昔
臓
法

を
修
す

る
こ
と

灘
宗
の
佛
像
に
就
て

(
=
唱})
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藤
宗
の
佛
像

に
就

て

が

あ

る

。

ま

た

↓
般

に

は

十

三

佛

の

信

仰

も

あ

る

が

、

は

略

す

る

o

(
昭
和
+
五
年
九
月
十
五
B
稿

)

(
一
晋

こ
れ
等
の
事

は
、
嘗

て
書

い
た
こ
と
も
あ

る
か
ら
、

こ

～

に
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